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オンラインもオフラインも　　　　　
振興センターで！！

福岡県中小企業振興センター
福岡市博多区吉塚本町９番１５号　　TEL：092-622-0011

JR吉塚駅徒歩 1分 Wi - Fi 完備

週に１度は…
会議室で
『ミーティング』

【16名利用時】【16名利用時】

【会議室】

2時間 7,480円～
（15名程度）
ロの字で25名程度まで対応可

日ごろの業務は…
ワンコインスペースで
『テレワーク』

【バックパネル使用時】【バックパネル使用時】

【ワンコインスペース】

1日500円（税込）
（9：00～17：00）
途中入退出ＯＫ

※Web会議等でバックパネル使用の
場合330円が別途必要です。
（イヤホンマイクはご持参くださ
い。）
※お茶（280ml）1本サービスです。

安心 快適な



年頭のごあいさつ

年頭にあたり謹んで新年のごあいさつを申し上げます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
昨年は、長引くコロナ禍に加え、ウクライナ情勢の悪化、円安に伴うエネルギー価格、
原材料費の高騰等、企業活動にとても大きな影響があった一年でした。
感染拡大防止対策と経済活動の両立により景気は緩やかな回復傾向にあるものの、海
外情勢の変化等いまだ予断を許さない状況が続いており、今年も様々な状況の変化に対
応することを求められる一年になろうかと思いますが、ともにうまく乗り越え、充実した年とな
ることを願っております。
当振興センターでは福岡県等と連携し、経営革新原油高騰等克服支援補助金や新型コ

ロナウイルス感染症対応資金利子補給補助金の交付など、厳しい経営状況でお困りの県
内中小企業の皆様への支援に努めてまいりました。本年も、県内中小企業の皆様の様々
な経営課題に対し、「ワンストップサービスセンター」として総合的に支援を実施してまいりま
す。
無料の経営相談窓口である「福岡県よろず支援拠点」は、オンラインでの相談を併用し

ながら地域の皆様に身近な相談窓口として、更なる相談者の満足度や課題解決数の向上
に努めてまいります。
経営の課題解決のため企業に直接出向き、専門的な助言・指導を行う「専門家派遣
事業」や経営全体の分析を行い、経営強化に向けた改善提案書を作成・発行する「経
営強化改善提案事業」を継続して実施するとともに、これから創業する方に対しては、「福
岡よかとこ起業支援金」を交付して支援してまいります。
また、中小企業の経営安定と受注確保を図るため、取引のあっせん及び展示会・商談
会については、オンラインによる手法を取り入れながら実施し、企業情報サイト「フクオカビ
ジネスマッチングサイト」による情報発信や、自動車産業アドバイザーによる取引拡大支援も
行います。
100年に一度といわれる大変革期を迎えている自動車産業については、昨年「自動車関
連企業電動化参入支援センター」を設置しました。今後加速化が見込まれる電動化分野
への参入を積極的に支援してまいります。
「下請かけこみ寺」では下請取引に関する助言・指導に取り組んでまいります。
「ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター」、「ふくおかフードビジネス支援事

業」では、６次産業化・農商工連携に取り組む県内の農林漁業者及び加工・流通・販
売事業者の皆様に対し、個別相談やセミナー、商談会等の開催を通じて、商品開発や販
路拡大を支援してまいります。
さらに、「知的財産支援センター」では、県内中小企業等の特許や商標など知的財産
の課題解決や知的財産を活用した製品開発、海外展開等を支援してまいります。
本年も、県内中小企業の振興と発展のため、中小企業の皆様への支援に全身全霊を
傾け、より一層努めてまいる所存ですので、当振興センターを積極的にご活用賜りますよう
お願い申し上げます。
本年が皆様にとって幸多き年となりますよう祈念いたしまして、新年のごあいさつとさせて

いただきます。

年頭のごあいさつ

公益財団法人　福岡県中小企業振興センター

　　　理事長　　桑野　龍一
福岡県知事

　　服部　誠太郎

新年あけましておめでとうございます。
昨年は、新型コロナオミクロン株の爆発的感染拡大、ロシアのウクライナ軍事侵略、急

激な円安といった予測困難な事象が発生し、私たちの生活や経済活動に大きな影響を与
えた年でした。県では、中小企業の皆さまの事業継続を支援するとともに、社会経済情勢
の変化に柔軟に対応できる、強い経済構造の実現を目指し、明日につながる施策に全力で
取り組みました。
世界的な物価高騰、新型コロナのパンデミック、急速なデジタル化、カーボンニュートラル

など、目まぐるしく変化する社会情勢に対応するため、世界を視野に、未来を見据えて、
成長、発展の歩みを力強く進めていく必要があります。また、感染防止対策と社会経済活
動の両立を図る、ウィズコロナの歩みを着実に進めていかなければなりません。
今年の干支は「卯」。大きな耳を立てて情報をしっかりキャッチし、ウサギが跳ねるように

本県をさらに飛躍させるため、次の４つに重点的に取り組みます。
１つ目は、「次代を担う『人財』の育成」です。
将来の福岡を創り、担っていくのは「人」です。未来を切り拓く若者を応援するため、

地域の未来を担うリーダーを育成する取り組みを県内各地に広げます。また、「九州DX推
進コンソーシアム」において、中小企業のDX人材の育成に取り組みます。
２つ目は、「世界から選ばれる福岡県の実現」です。
市町村と連携しながら用地造成を進め、国内外からの戦略的な企業誘致に取り組みま

す。特に、TSMCの九州進出を大きなチャンスと捉え、成長が期待されるグリーンデバイス
の開発・生産拠点の形成を目指します。
３つ目は、「成長産業の育成」です。
九大発バイオベンチャーの資金調達など事業拡大の成功事例が誕生しています。また、

九大発宇宙ベンチャーと県内中小企業が挑戦する小型衛星の打ち上げおよび衛星コンス
テレーションの構築は、防衛や防災での活用が期待されています。
この他、カーボンニュートラルのキーテクノロジーとなる水素、自動車などを未来を切り拓く
産業に成長させます。
４つ目は、「ワンヘルスの推進」です。
ワンヘルスの事業者登録や農林水産物認証、ワンヘルスの森などを通じて、県民や事
業者におけるワンヘルスの実践を促進するとともに、本県に設置されるFAVAワンヘルス福
岡オフィスと連携してワンヘルスを推進し、本県をワンヘルスの世界的先進地にしていきま
す。
地方創生の基本である、住み慣れたところで「働く」、長く元気に「暮らす」、安心して

子どもを産み「育てる」ことができる地域社会づくりにも引き続き取り組みます。
10月には、国際サイクルレース「ツール・ド・九州2023」が福岡県、熊本県、大分県

を舞台に開催されます。また、令和６年春には、大分県と合同で、国内最大級の観光キャ
ンペーン「JRデスティネーションキャンペーン」も行われます。観光需要の本格的な回復を
見据えて、新たな観光エリアの創出などにより、観光産業の復興・振興を図ります。
このようにして、誰もが安心して、たくさんの笑顔で暮らせる福岡県にしてまいります。
新年が皆さまにとって、素晴らしい一年となりますよう心からお祈りいたします。
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D A T A 企業概要

ふくおか の
元気な企業を訪ねて。

Hello,
Company!

企 業 名 株式会社トライ　九州工場
代 表 者 宇都宮 雅尚

所 在 地 福岡県宇美町障子岳２－４－８（本社　岡山市南区簑島３６７－１）

T E L ０９２－９３２－７０７０（本社　０８６－２８１－６４６７）

Ｕ Ｒ Ｌ https ://www.try -g loba l .net/

従 業 員 ２０人（本社　６８人）

事業内容 樹脂加工品、インジェクション金型成型の製造・販売

� 切削加工した樹脂部品の確認

株式会社トライ九州工場
（福岡県宇美町）

トライ九州工場は、岡山市に本社を置く樹脂加工メーカーで
ある株式会社トライの生産拠点です。半導体製造装置や食品
梱包（こんぽう）装置メーカーなど向けに、耐熱性や強度など特
定の機能を強化したエンジニアリングプラスチックやスーパー
エンジニアリングプラスチックと呼ばれる樹脂を材料にして、さ
まざまな部品を製造しています。社名の「トライ」について宇都
宮雅尚社長は、「お客さまが求める高精度のモノづくりに常に
挑戦し、成長し続けるという意味を込めた」と話します。

No.80
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Hello,Company! No.80

M E S S A G E 経営者の声

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

宇都宮 雅尚 社長

福岡県中小企業振興センターには商談会参加や個別発注案件の相談でお世話になっています。
５年以内に設計部を設置し、設計から部品製作、アッセンブリーまで行う計画です。お客さまの厳
しい要求に対応できるように技術力アップと品質向上に注力します。樹脂部品は絶縁効果が高いの
で電気自動車関連の装置メーカーの動きに期待しています。工場は岡山本社と九州の２拠点制を維
持します。現在の売上高は22年３月期12億円です。このうち九州は４分の１の約３億円です。この
比率も５対５に高めることを目指します。

新工場で設備増強へ

創業は1993年。2016年に福岡県大野城市に進出し
ました。空港や道路網など交通の利便性に着目。九州
に半導体や食品、自動車関連の装置メーカーも多く立
地していることも進出の大きなポイントでした。宇美
町にある現在の九州工場の操業は22年１月。設備増強
を目的に移設拡張しました。敷地面積5155平方メー
トル。建築面積713平方メートル。鉄骨平屋、投資額
は約３億円です。宇都宮社長は、「九州は、さまざまな
産業の動きが活発になってきたと感じる」と言います。

得意は多品種小ロット生産
現工場には、事業継続計画（BCP）やリスクマネジメ

ントの観点から「本社と同等の能力を持たせる」と宇
都宮社長は強調します。体制面ではすでに約６台の機
械で24時間稼働、従業員は日勤夜勤の二交代制をとっ
ています。量産だけでなくオーダーメードの多品種小
ロット生産も得意としています。顧客は九州全域に広

がっています。近い将
来、 今 空 い て い る ス
ペースに約10台の工作
機械を導入する計画で
す。設備導入完了後は、
移転前の約3～5倍の生
産能力が期待できます。

人材育成がカギ
多品種小ロット生産には、作業者の技術力アップや

人材育成が必須です。人材育成は二つの方法で実施し
ます。一つは図面を読み解く力をつけること。図面を
読み解く力を養わないとお客さまが求める性能を損
なってしまい十分な性能を発揮できる部品づくりがで
きないためです。もう一つは、加工条件への対応力を
身につけること。例えば面相度といわれる表面の粗さ
や許容される範囲の精密さなど、顧客が求める精度や
仕上がりを製品に正しく再現する能力を養うことで
す。人材育成には、今後も力を入れていく予定です。

常に挑戦し、持続的成長へ

検査待ちの樹脂部品

九州工場は進化の途中

出荷前に品質検査を実施
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D A T A 企業概要

ふくおか の
元気な企業を訪ねて。

Hello,
Company!

企 業 名 株式会社オオサカネーム
代 表 者 井手 隆二

所 在 地 福岡県志免町別府西１－１－８

T E L ０９２－５１８－１１３１

Ｕ Ｒ Ｌ https ://www.osakaname.co . jp

従 業 員 １６４人

事業内容 金属サイン製造販売

� レーザーで金属厚板から文字を切り抜く

株式会社オオサカネーム
（福岡県志免町）

オオサカネームは、金属製サインの総合メーカーです。法人
向けの看板や案内板、標識から個人向けの表札まで製造販売
しています。北海道から九州・沖縄まで全国の商業施設やマン
ション、病院などで利用されています。サインの製造方法は、ス
テンレスなどの金属を溶接や曲げにより立体的に加工する箱
文字と、ステンレスや銅、真ちゅう、チタン、アクリルをレーザー
でカットする切文字が中心。その他、エッチング技術を用いた
看板や銘板、LEDを使った看板も製作します。

No.81
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Hello,Company! No.81

〈お問い合わせ〉　企画調整課　TEL：092-622-5432

安全で高品質な
金属サインを提供
市場クレームゼロへ

オオサカと社名
にありますが、福
岡に本社を置き東
京支店や大阪営業
所を設置し全国展
開をする地元・福
岡の企業です。井
手隆二社長の父で
ある義治氏が機械
の銘板が盛んな大
阪で修行した後、
1955年に福岡に
戻り創業したのが
由来です。現在、
資本金は3000万

円。売上高は2022年９月期で18億8000万円です。
品質目標として「市場クレーム“ゼロ”、工程不良率
“１％”以下」を掲げます。さらに、お客さまが求める
安全なサインの提供を追求し続けます。

安全性や強度、品質を高める
今まで蓄積された市場実績に基づく経験則にて製作

されていた金属看板において、構造解析と強度計算を
行うことで、安全性を検証し、強度および品質を高め
る取り組みを商品技術部にて推進しています。現在、
使用するCAE（コンピューターによる強度計算支援ソ
フト）をさらに精度良く活用するために、当社独自の
実証試験の推進と実験データ蓄積を計算結果と結びつ
け、今後の製品開発に活用していきます。

社員全員の幸福の追求
社 員 全 員 の 幸

せの追求を経営
理念で掲げてい
ま す。22年 ４ 月
に、福岡県中小企
業振興センター
から社会保険労
務士の専門家派
遣を受けました。
背景には若手社員の流出や確保の課題もあると言いま
す。田中誠亮取締役製造本部本部長は「職場環境を良
くすることが社員の幸せにつながる。コンプライアン
スの順守を社内に根付かせようと考えた」と振り返り
ます。社員６人で構成するコンプライアンス委員会を
社内に設置後、役職者と一般社員全員を対象とした研
修会を実施しました。その結果、社内の意識改革が進
んでいるといいます。

田中 誠亮
取締役製造本部本部長

M E S S A G E 担当者の声

専門家派遣の研修で大きな手応えを感じています。若い社員や昭和世代の管理職からも反響が
ありました。コンプライアンスやハラスメントについての意識を社員に根付かせるには、長期的な取
り組みの必要があります。直接仕事に関係していないかもしれませんが、社員が会社にいる時間は
長いわけですから、こうした考え方を全社員に共有してほしいと考えています。今後は、お客さまの
情報を扱っているという観点から、情報セキュリティーの取り組みも強化していきます。

整理整頓された工場

金属の材質や仕上げのサンプル

箱文字の溶接の様子
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シンガポールでの事業展開
　STKは日系企業のお客様
を中心として石油化学関連
プラントの設計、建設、メン
テナンスを提供し、安全と品
質管理を徹底することでお
客様からの信頼を築きあげ
てきた。
　化学プラントの建設で
は、プロセスから、機器、

機械、配管の合理的で高度な設計力と製作・施
工技術が求められる。また、様々な材質の配管が
存在するため、高度な溶接技術やプラント稼働後
も高い安全性を維持するための保全技術が重要と
なってくる。お客様の信頼とニーズに技術と技能で
応えるTAKADAスピリッツの下、STKでは、設
備・機器の定期的な整備・補修・交換を行うと共
に、トラブル発生時にはお客様と一体となり原因
の調査、対策の検討及び迅速かつ的確な対応を
行っている。
また、石油精製プラントの建設では、プラントの
配管をはじめ、適切で特殊な施工技術を通じて、
高効率で信頼性の高いプラント建設に貢献してい
る。特に大口径管の取り付け・溶接等の特殊配管
施工技術は、お客様から高い評価を得ている。
メンテナンスにおいては、主に回転機械の整備
を中心に事業を拡大している。親会社である（株）
高田工業所が開発した「電流情報量診断システム
（T-MCMA®）」※を活用し、次世代のメンテナン
スマネジメントシステムを提供している。2019年
からは、T-MCMA®とクラウドを融合させ、日本
から海外の工場などの遠隔地の回転機械も高速・
安全に状態監視するクラウド型電流情報量診断シ
ステム「TM-CLOUD®」の提供を開始した。

※T-MCMA®（TAKADA-Mortor Current 
Multiplex Analysis）
　モータの電流信号を多重解析し、モータ及び
回転機械の状態を診断する。電気盤で電流信
号を計測するため、振動計測が困難な回転機械
の状態診断も「安全・正確・簡単」に行うこと
が可能。

今後の事業展開
STKでは、2021年２月の設立50周年の節目に

企業ロゴのリニューアルを実施した。リニューアル
したロゴは（株）高田工業所の社是「純情・情熱・
希望」を３色（青が「純情」、紫が「情熱」、オレ
ンジが「希望」）で表現したものである。
「時代とともに変化するビジネス環境やニーズ

に柔軟に対応し、プラント建設やメンテナンスを通
じて、シンガポールでのお客様の海外事業をサポ
―トできるよう、日本人・ローカルスタッフ一丸と
なり取り組んでいきたい」と西村社長は語る。
今後も、「より良いものを、安く早くお客様に提

供する企業であり続けること」そして「お客様の屈
強なパートナーになること」を基本方針として挑戦
し続けるSTKに注目していきたい。

＜会社概要＞
企業名：Singapore Takada Industries Pte. Ltd.
代表者：西村 明博
所在地：51 Gul Road, Singapore 629352
ＴＥＬ：＋65-6861-3666
ＦＡＸ：＋65-6861-6746
ＵＲＬ：http://www.takada.com.sg/index.html
従業員数：144名（内、日本人６名）
事業内容：プラント建設及び保全工事

No .
248

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

株式会社高田工業所（本社：福岡県北九州市）は、1971年にシンガポール高田工業（以
下、「STK」）を設立。その後、1982年に高田マレーシアを、2012年にはタイ高田（現高田ア
ジア）を設立する等、早くから東南アジアに進出し、海外事業を展開している。2021年２月、
設立50周年を迎えたSTKの西村社長にお話しをうかがった。

Singapore Takada Industries Pte. Ltd.
（シンガポール高田工業）海

外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト

バンコク事務所
所長

堀田 高広

西村 明博 社長

TM-CLOUD®システム図

IT の導入・活用状況

今後、IT導入する予定のもの

IT導入の制約・ネックになっていること

現在、IT導入しているもの

グラフdeふくおか

　福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和２年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r2report.html

中小企業のデジタル化を進めることは、業務を効率化し、生産性の向上を図るうえで非常に重要です。本県が実施したアン
ケート※１では、ITの導入、活用状況について、65％が「実施している・検討中」、35％が「非実施・検討していない」と
回答しました。
「実施している・検討中」と回答した企業においては、現在導入しているもの、今後導入予定のものは、いずれも「SNSを
活用した販路拡大」が最も多くなっており、コロナ禍における販路拡大への取り組みへの活用が一因と考えられます。
「非実施・検討していない」理由としては、「経営者のITへの理解不足」、「費用対効果」等が多く、中小企業のデジタル化に
対する理解を深めていくことが重要と考えられます。
※１　アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業1,220社 実施時期：令和３年７月～９月

中小企業のデジタル化を進めることは、業務を効率化し、生産性の向上を図るうえで非常に重要です。本県が実施したアン
ケート※１では、ITの導入、活用状況について、65％が「実施している・検討中」、35％が「非実施・検討していない」と
回答しました。
「実施している・検討中」と回答した企業においては、現在導入しているもの、今後導入予定のものは、いずれも「SNSを
活用した販路拡大」が最も多くなっており、コロナ禍における販路拡大への取り組みへの活用が一因と考えられます。
「非実施・検討していない」理由としては、「経営者のITへの理解不足」、「費用対効果」等が多く、中小企業のデジタル化に
対する理解を深めていくことが重要と考えられます。
※１　アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業1,220社 実施時期：令和３年７月～９月

中小企業の経営基盤の強化 /デジタル化

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

注）ＩＴの導入・活用状況について
「実施している・検討中」と回答し
た790社を対象（複数回答可）

注）ＩＴの導入・活用状況について
「実施している・検討中」と回答した790社を対象（複数回答可）

注）ＩＴの導入・活用状況について
「非実施・検討していない」と回答した430社を対象（複数回答可）

出所：福岡県商工政策課アンケート調査（令和３年７月～９月）
より作成
（調査対象）県内中小企業1,220社

SNSを活用した販路拡大
財務会計のデジタル化
顧客管理の電子化
Web会議システム

ECサイトの構築、見直し
受発注システム

書面のデジタル化
オンライン営業
テレワーク

原価管理、在庫管理のデジタル化
人事労務システム

技術やノウハウのデジタル化
何もしていない

生産～出荷工程の自動化、IoT 化
その他

実施している・
検討中
790社
（65％）

非実施・
検討していない
430社
（35％）

16.6%
12.8%

11.6%
10.6%

10.1%
8.3%

7.2%
5.1%
4.9%

4.3%
3.1%

2.1%
1.6%

0.8%
0.9%

15.3%
11.9%

9.5%
8.9%

8.2%
7.7%

7.0%
6.7%

4.9%
4.7%
4.2%
4.2%

2.8%
2.2%
1.8%

SNSを活用した販路拡大
ECサイトの構築、見直し

何もする予定がない
顧客管理の電子化
受発注システム

財務会計のデジタル化
書面のデジタル化
オンライン営業

原価管理、在庫管理のデジタル化
技術やノウハウのデジタル化

人事労務システム
Web会議システム

テレワーク
生産～出荷工程の自動化、IoT 化

その他

経営者のＩＴへの理解不足

費用対効果

具体的な活用方法が不明

効果が不明

社内の体制や仕組みが不十分

人材の不足

投資費用、ランニングコスト

技術進歩が速すぎる

情報量が多すぎる

セキュリティ

その他

18.5%

14.2%

11.8%

10.6%

10.4%

10.3%

9.2%

4.5%

4.1%

2.7%

3.7%
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シンガポールでの事業展開
　STKは日系企業のお客様
を中心として石油化学関連
プラントの設計、建設、メン
テナンスを提供し、安全と品
質管理を徹底することでお
客様からの信頼を築きあげ
てきた。
　化学プラントの建設で
は、プロセスから、機器、

機械、配管の合理的で高度な設計力と製作・施
工技術が求められる。また、様々な材質の配管が
存在するため、高度な溶接技術やプラント稼働後
も高い安全性を維持するための保全技術が重要と
なってくる。お客様の信頼とニーズに技術と技能で
応えるTAKADAスピリッツの下、STKでは、設
備・機器の定期的な整備・補修・交換を行うと共
に、トラブル発生時にはお客様と一体となり原因
の調査、対策の検討及び迅速かつ的確な対応を
行っている。
また、石油精製プラントの建設では、プラントの
配管をはじめ、適切で特殊な施工技術を通じて、
高効率で信頼性の高いプラント建設に貢献してい
る。特に大口径管の取り付け・溶接等の特殊配管
施工技術は、お客様から高い評価を得ている。
メンテナンスにおいては、主に回転機械の整備
を中心に事業を拡大している。親会社である（株）
高田工業所が開発した「電流情報量診断システム
（T-MCMA®）」※を活用し、次世代のメンテナン
スマネジメントシステムを提供している。2019年
からは、T-MCMA®とクラウドを融合させ、日本
から海外の工場などの遠隔地の回転機械も高速・
安全に状態監視するクラウド型電流情報量診断シ
ステム「TM-CLOUD®」の提供を開始した。

※T-MCMA®（TAKADA-Mortor Current 
Multiplex Analysis）
　モータの電流信号を多重解析し、モータ及び
回転機械の状態を診断する。電気盤で電流信
号を計測するため、振動計測が困難な回転機械
の状態診断も「安全・正確・簡単」に行うこと
が可能。

今後の事業展開
STKでは、2021年２月の設立50周年の節目に

企業ロゴのリニューアルを実施した。リニューアル
したロゴは（株）高田工業所の社是「純情・情熱・
希望」を３色（青が「純情」、紫が「情熱」、オレ
ンジが「希望」）で表現したものである。
「時代とともに変化するビジネス環境やニーズ

に柔軟に対応し、プラント建設やメンテナンスを通
じて、シンガポールでのお客様の海外事業をサポ
―トできるよう、日本人・ローカルスタッフ一丸と
なり取り組んでいきたい」と西村社長は語る。
今後も、「より良いものを、安く早くお客様に提

供する企業であり続けること」そして「お客様の屈
強なパートナーになること」を基本方針として挑戦
し続けるSTKに注目していきたい。

＜会社概要＞
企業名：Singapore Takada Industries Pte. Ltd.
代表者：西村 明博
所在地：51 Gul Road, Singapore 629352
ＴＥＬ：＋65-6861-3666
ＦＡＸ：＋65-6861-6746
ＵＲＬ：http://www.takada.com.sg/index.html
従業員数：144名（内、日本人６名）
事業内容：プラント建設及び保全工事

No .
248

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

株式会社高田工業所（本社：福岡県北九州市）は、1971年にシンガポール高田工業（以
下、「STK」）を設立。その後、1982年に高田マレーシアを、2012年にはタイ高田（現高田ア
ジア）を設立する等、早くから東南アジアに進出し、海外事業を展開している。2021年２月、
設立50周年を迎えたSTKの西村社長にお話しをうかがった。

Singapore Takada Industries Pte. Ltd.
（シンガポール高田工業）海

外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト

バンコク事務所
所長

堀田 高広

西村 明博 社長

TM-CLOUD®システム図

IT の導入・活用状況

今後、IT導入する予定のもの

IT導入の制約・ネックになっていること

現在、IT導入しているもの

グラフdeふくおか

　福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和２年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r2report.html

中小企業のデジタル化を進めることは、業務を効率化し、生産性の向上を図るうえで非常に重要です。本県が実施したアン
ケート※１では、ITの導入、活用状況について、65％が「実施している・検討中」、35％が「非実施・検討していない」と
回答しました。
「実施している・検討中」と回答した企業においては、現在導入しているもの、今後導入予定のものは、いずれも「SNSを
活用した販路拡大」が最も多くなっており、コロナ禍における販路拡大への取り組みへの活用が一因と考えられます。
「非実施・検討していない」理由としては、「経営者のITへの理解不足」、「費用対効果」等が多く、中小企業のデジタル化に
対する理解を深めていくことが重要と考えられます。
※１　アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業1,220社 実施時期：令和３年７月～９月
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「非実施・検討していない」理由としては、「経営者のITへの理解不足」、「費用対効果」等が多く、中小企業のデジタル化に
対する理解を深めていくことが重要と考えられます。
※１　アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業1,220社 実施時期：令和３年７月～９月

中小企業の経営基盤の強化 /デジタル化

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%
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注）ＩＴの導入・活用状況について
「実施している・検討中」と回答し
た790社を対象（複数回答可）

注）ＩＴの導入・活用状況について
「実施している・検討中」と回答した790社を対象（複数回答可）

注）ＩＴの導入・活用状況について
「非実施・検討していない」と回答した430社を対象（複数回答可）

出所：福岡県商工政策課アンケート調査（令和３年７月～９月）
より作成
（調査対象）県内中小企業1,220社

SNSを活用した販路拡大
財務会計のデジタル化
顧客管理の電子化
Web会議システム

ECサイトの構築、見直し
受発注システム

書面のデジタル化
オンライン営業
テレワーク

原価管理、在庫管理のデジタル化
人事労務システム

技術やノウハウのデジタル化
何もしていない

生産～出荷工程の自動化、IoT 化
その他

実施している・
検討中
790社
（65％）

非実施・
検討していない
430社
（35％）

16.6%
12.8%

11.6%
10.6%
10.1%

8.3%
7.2%

5.1%
4.9%
4.3%

3.1%
2.1%
1.6%

0.8%
0.9%

15.3%
11.9%

9.5%
8.9%

8.2%
7.7%

7.0%
6.7%

4.9%
4.7%
4.2%
4.2%

2.8%
2.2%
1.8%

SNSを活用した販路拡大
ECサイトの構築、見直し

何もする予定がない
顧客管理の電子化
受発注システム

財務会計のデジタル化
書面のデジタル化
オンライン営業

原価管理、在庫管理のデジタル化
技術やノウハウのデジタル化

人事労務システム
Web会議システム

テレワーク
生産～出荷工程の自動化、IoT 化

その他

経営者のＩＴへの理解不足

費用対効果

具体的な活用方法が不明

効果が不明

社内の体制や仕組みが不十分

人材の不足

投資費用、ランニングコスト

技術進歩が速すぎる

情報量が多すぎる

セキュリティ

その他

18.5%

14.2%

11.8%

10.6%

10.4%

10.3%

9.2%

4.5%

4.1%

2.7%

3.7%
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迎　　　春
令和５年　元旦

貸ホール・
貸会議室
無料駐車場完備
（200台収容）

（株）久留米ビジネスプラザ
〒839-0801 
久留米市宮ノ陣四丁目２９－１１
TEL 0942-31-3104 FAX 0942-31-3107
E-mail  office@kurumebp.jp
URL https://www.kurumebp.jp

低料金で皆様のご利用を
お待ちしています。

松
本

　茂
樹

「経営とITの橋渡し役」として
課題解決に向けたデジタル化をサポートします。

デジタル化支援
コンサルティング
こうありたい！ しかし

社内の業務効率化に
取り組んでいきたい！

どこから手をつけたら
よいか分からない…

このようなお悩みを解決します！

092-723-2566TEL
［受付時間］平日09:00～17:00（但し、銀行休業日は除きます）

【お問い合わせ】
福岡銀行 営業統括部デジタル営業グループ
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http://www.fukukiren-monodzukuri.jp/
http://www.edison-ht.co.jp
https://www.fabils.co.jp
https://www.kurumebp.jp/


迎　　　春
令和５年　元旦

営業品目
精密板金加工・レーザー・タレパン加工
特殊折曲加工・溶接組立加工
水産養殖関連機械製造・販売・メンテ
建築金物設計・製作・施工
〒811-2114
福岡県糟屋郡須恵町大字上須恵1495-1
TEL　092-932-4166（代表）
FAX　092-932-5951

阪

　文
孝

代
表
取
締
役
社
長
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https://www.aska-plating.co.jp
http://www.e-kotani.co.jp
https://belltechne.co.jp/
https://takamatsuweb.com
https://kasyu-kogyo.com
https://www.nikkanseibu-eve.com/mono/


迎　　　春
令和５年　元旦

株式
会社 紀 之 国 屋

技術と情報のネットワーク・製造業支援企業
福岡県男女共同参画企業賞受賞
子育て応援宣言事業賞受賞

会長　中 村 高 明
代表取締役社長　中 村 大 志

福岡県直方市大字頓野字三本松970
TEL 0949（26）1313　FAX 0949（26）0770

循環資源の再利用を通じて
循環型社会の構築に
貢献しています。

株式会社　田尻商店
代表取締役　田尻　博

熊本県阿蘇郡西原村小森 3584-25
TEL：096-279-4661
FAX：096-279-4662

工業用パッキン製作販売
株式会社バルカー代理店・協力工場
配管支持金具販売　
株式会社昭和コーポレーション
その他配管関連商品販売

代表取締役 小川　拓郎

大安産業株式会社

〒803-0801
北九州市小倉北区西港町
TEL 093-581-5188
FAX 093-581-5191

90-15
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http://www.seibu-denki.co.jp/
https://www.crea-p.co.jp


迎　　　春
令和５年　元旦

桑
野

　龍
一

U
RL https://w

w
w
.chuokai-fukuoka.or.jp/

○経営コンサルティング○事業承継支援○相続対策

酒 田  雅 央
竹 之 内  順
渡 邉  充 陽

吉 冨  慎 一
三 橋  雅 之
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https://www.saiki.co.jp
https://s-ket.com/
https://www.f-sanpai.or.jp
https://www.meiho-j.co.jp/


迎　　　春
令和５年　元旦

私たちは障がい者アートを応援しています。「未来の田舎の風景」作：けいじ

福岡県学校給食会指定工場

給食パン・米飯製造工場

株式会社唐人ベーカリー
〒819-0375

福岡市西区徳永３２５－１

　　ＴＥＬ：092-807-0222　

　　ＦＡＸ：092-807-8144

【店舗】

「唐人町ポエム本店」(唐人町商店街）

久留米鉄工協同組合

〒830-0044

久留米市本町 2-23　203 号
TEL（0942）34-7125
FAX（0942）34-7155

専務理事

理 事 長

会計理事

豊 福 　　 至
古 賀 　俊 宏
泉 　 　敏 彦

www.nissin-chemical.jp

高木　浩敏代表取締役社長
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http://www.takaki-iron.jp/
https://nissin-chemical.jp
https://www.koga-gear.com
https://www.toyocork.co.jp/
https://www.ines.co.jp/


迎　　　春
令和５年　元旦

半導体製造装置
各種省力機械

株式会社　カ　シ　ワ

代表取締役社長

鈴木　　亨

福岡県久留米市北野町中字福王 1423

TEL　092-932-1126

福
岡
県
糟
屋
郡
篠
栗
町
和
田
５
丁
目
１
番
１
号

　
　
福
岡
東
鉄
工
団
地
協
同
組
合
（
内
）
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https://www.daipri.net
https://www.hakatako-futo.co.jp/
https://www.joho-fukuoka.or.jp/hall/index.html


「FOOD STYLE Kyushu 2022」に出展

　11月９日から10日までの２日間にわたり、「FOOD STYLE 
Kyushu 2022」がマリンメッセ福岡で開催され、過去最高の15,541
名が来場しました。福岡県中小企業振興センターはこの展示商談会に
ブースを構え、そこに33の事業者に出展いただきました。その様子を
レポートします。

熊本県でサプライヤー向け
自動車電動化セミナーを開催！

　「自動車関連企業電動化参入支援センター」（事務局：福岡県中小企業振興センター）では、
自動車電動化の普及啓発のため、12月２日（金）に熊本県益城郡益城町のPre-UXイノベー
ションハブ（熊本県テクノリサーチパーク内）で、くまもとクロスイノベーション協議会と
の共催により「自動車サプライヤー向けセミナー」を開催しました。
　セミナーでは、日本電動化研究所代表取締役の和田憲一郎氏から、「e-Mobilityが切り拓
く新時代自動車部品産業の生き残り策は」というタイトルで講演がありました。
　セミナーにはオンライン受講を含め96名が参加し、電動化に対する自動車関連企業の関
心の高さが改めてうかがえました。
　セミナーに参加した方々からは「ＥＶ化の現状と将来動向について、大変勉強になりまし
た。」「メディアで取り上げない内容で大変参考になりました。」といった声がありました。

電動化参入支援センターの詳細は、
https://www.joho-fukuoka.or.jp/ev.html

上記セミナーはアーカイブ配信で視聴出来ます。アーカイブ配信視聴をご
希望の方は、メールに「住所」「会社名」「電話番号」「役職」を記載の上、
dendouka@joho-fukuoka.or.jp 宛にメールをお送りください。確認でき
次第、視聴用URLをお送りいたします。

はじめに
　FOOD STYLE Kyushu とは、外食・中食・小売業界へ販路拡大を図る
ことを目的とした大型の展示商談会で、食品関連産業に従事する事業者、
バイヤーが多数集結します。当センターは、県内中小企業の販路開拓支援
を目的として、2017 年からブースを設け、当センターの支援事業者を中心
に毎年30程度の事業者にご出展いただいております。今年は、選考の結
果33の事業者にご出展いただきました。

展示商談会の様子
　当センターのブースには、小売、商社、卸、貿易、飲食店など様々な業
種のバイヤーがたくさんお立ち寄りくださいました。当センターブースの出展
事業者の名刺交換枚数は、２日間合計で2,720枚に及びました。
　コロナ禍においてはオンラインでの商談が主流となる中、出展事業者の
皆さまは、目の前で自社の商品をバイヤーに試食・試飲していただき、反応
を直接見聞きできる貴重な機会を得ることができました。その場での即成
約に加え、展示会終了後にも、詳細な取引条件について交渉し、取引につ
なげていくことになります。

出展事業者の感想
　出展後の事業者へのアンケート調査で、「来場者も多く、ブース同士の情
報交換もできた」、「普段会うことのない顧客・消費者と直接話すことがで
きた」、「全国からバイヤーが来場しており、今までに商談機会が無かった企
業と商談ができた」といったお声を頂戴しました。出展事業者の約 94％が、
この展示商談会への出展に「満足」とお答えいただいております。
　当センターでは、引き続きこの様な展示商談会への出展支援を行ってまい
ります。

おわりに
　当センターでは、展示商談会の参加前の販促物の作成やブース設営につ
いてのアドバイス、参加後の営業戦略の指導などについて、専門家による
支援を行っております。また、ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセ
ンターのホームページでは、「食の展示会活用方法」と題して専門家のコラ
ムを掲載しております。ぜひご活用ください。

ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　ＨＰ　コラム
（公益財団法人　福岡県中小企業振興センター）
https :// f6jnsc . j imdofree.com/

和田氏の講演 会場の様子

〈お問い合わせ〉　企画調整課　TEL：092-622-7575
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電動化参入支援センターの詳細は、
https://www.joho-fukuoka.or.jp/ev.html

上記セミナーはアーカイブ配信で視聴出来ます。アーカイブ配信視聴をご
希望の方は、メールに「住所」「会社名」「電話番号」「役職」を記載の上、
dendouka@joho-fukuoka.or.jp 宛にメールをお送りください。確認でき
次第、視聴用URLをお送りいたします。

はじめに
　FOOD STYLE Kyushu とは、外食・中食・小売業界へ販路拡大を図る
ことを目的とした大型の展示商談会で、食品関連産業に従事する事業者、
バイヤーが多数集結します。当センターは、県内中小企業の販路開拓支援
を目的として、2017 年からブースを設け、当センターの支援事業者を中心
に毎年30程度の事業者にご出展いただいております。今年は、選考の結
果33の事業者にご出展いただきました。

展示商談会の様子
　当センターのブースには、小売、商社、卸、貿易、飲食店など様々な業
種のバイヤーがたくさんお立ち寄りくださいました。当センターブースの出展
事業者の名刺交換枚数は、２日間合計で2,720枚に及びました。
　コロナ禍においてはオンラインでの商談が主流となる中、出展事業者の
皆さまは、目の前で自社の商品をバイヤーに試食・試飲していただき、反応
を直接見聞きできる貴重な機会を得ることができました。その場での即成
約に加え、展示会終了後にも、詳細な取引条件について交渉し、取引につ
なげていくことになります。

出展事業者の感想
　出展後の事業者へのアンケート調査で、「来場者も多く、ブース同士の情
報交換もできた」、「普段会うことのない顧客・消費者と直接話すことがで
きた」、「全国からバイヤーが来場しており、今までに商談機会が無かった企
業と商談ができた」といったお声を頂戴しました。出展事業者の約 94％が、
この展示商談会への出展に「満足」とお答えいただいております。
　当センターでは、引き続きこの様な展示商談会への出展支援を行ってまい
ります。

おわりに
　当センターでは、展示商談会の参加前の販促物の作成やブース設営につ
いてのアドバイス、参加後の営業戦略の指導などについて、専門家による
支援を行っております。また、ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセ
ンターのホームページでは、「食の展示会活用方法」と題して専門家のコラ
ムを掲載しております。ぜひご活用ください。

ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　ＨＰ　コラム
（公益財団法人　福岡県中小企業振興センター）
https :// f6jnsc . j imdofree.com/

和田氏の講演 会場の様子

〈お問い合わせ〉　企画調整課　TEL：092-622-7575
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福岡県中小企業振興センターからのお知らせ

有限会社アンアン（福岡県事業承継・引継ぎ支援センター）

事業引継ぎ概要
引継ぎ対象：有限会社アンアン
事 業 内 容 : 宇美町の商業施設内の飲食店
譲 渡 者：柴田久祥（70才）／アンアン代表者
譲 受 者 : （株）ふくしのまちづくり　代表取締役　中村 崇修
譲 渡 方 法：株式譲渡
譲渡契約日：2022年 8月 24日
譲 渡 日：2022年 9月 1日

事業引継ぎまでの経緯
2021年７月　アンアンの代表者である柴田久祥氏は、コロナ禍で業

績が低迷していたこともあり廃業も視野に入れ、事業
承継について宇美町商工会経由で福岡県事業承継・引
継ぎ支援センターに相談。同センターにおいて、第三
者譲渡による事業継続を提案し、９月から譲り受け希
望者の探索を開始。

2022年３月　障がい者施設運営や就労支援などを手掛けるNPO法人
とマッチングさせ、情報開示、質疑応答、トップ面談
等を重ね、譲渡条件を調整のうえ、最終的にNPO法人
の関連企業である（株）ふくしのまちづくりとの間に
2022年８月に譲渡契約を締結した。

事業承継・引継ぎ支援センターでの対応内容
①後継者不在のなか、第三者譲渡の実現性に不安を抱く譲渡者に、駅・バス停等のターミナル施設や公共施設
等が集積する地域の中心部に位置し、地域の中高生や買い物に訪れた家族連れの憩いの場であり、近年は高
齢者の姿も多数見られる地域に親しまれているオンリーワンの事業であることから譲り受け希望者を探索す
ることをご提案。譲り受け希望者に事業概要を説明する資料を作成し、宇美町商工会と連携して回答書面を
作成しわかりやすく説明。
②譲渡者と譲受者との間で譲渡条件の細部を確認しながら最終的な譲渡スキームを構築したうえで、譲渡実行
に向け、契約ドラフトにより両名との間に数回に亘り条項を調整し契約書面を作成。

事業承継後の新たな取り組み
①SNSを活用したお店の宣伝により集客が伸びる方向でチャレンジしていますが、なかなか結果に結びつかな
いため、辛抱強く集客についてアピールしていこうと考えています。
②コロナ禍で、どうしても伸び悩む飲食ですが、テイクアウトを復活させて少しでもコロナ前の集客状況に戻
るように工夫しています。
③今後は、お祭り事などにも積極的に出向いて、アクティブにお店をアピールしていきます。

後継者の思い
長年お店を切り盛りしていただいた前社長から実績に基づく的確なアドバイスをいただきながら、日々改善を
加えながら店づくりに取り組んでおります。意見が異なるときもありますが、しっかりと話し合いながら、お
店を発展させたいと思っています。

経営革新実行支援補助金実態調査結果のご報告
令和２年度及び令和３年度に実施した「経営革新実行支援補助金」の交付対象事業者を対象に、経営革新実行支援補

助金に対する感想や意見、経営革新計画の実施状況についての調査を行いました。
回答いただいた内容について、その一部をご報告します。
調査にご協力いただきました事業者の皆様に感謝いたします。

１　調査方法等
調査実施期間：令和４年６月３日～６月13日
調査対象者：経営革新実行支援補助金交付事業者1,455社
手法：経営革新実行支援補助金調査サイトにおいて回答
有効回答者数：371社
（サービス業25.6％、飲食店・宿泊業18.5％、卸売・小売業17.2％、製造業16.4％、その他22.3％）

２　調査回答内容（一部抜粋）
Q1　経営革新実行支援補助金の交付により事業の取組みに効果はありましたか。（択一回答）

　「かなり効果があった」「効果があった」と答えた事業者は、
90.3％（335社）に対し、「あまり効果がなかった」「効果
がなかった」と答えた事業者は、5.4％（20社）、「わからな
い」と答えた事業者は、4.3％（16社）であった。

Q2　補助金の交付申請等で何かありましたら、ご記入ください。
（自由記載）
　105社の記載があり、「支援機関」に関することは30社、
「お礼」のコメントが19社、「手続き」「制度」に関すること
が32社、「事務局対応」に関することは７社、「その他」が
17社であった。

Q3　経営革新計画を実行するにあたり、最も困っていることは何ですか。（択一回答）
　最も割合が多かった回答は、「販路・マーケットの確保」
で49.6％（183社）、次いで、「人材育成」で17.3％（64
社）、「資金調達」で14.4％（53社）、「商品・サービス開
発上の技術・ノウハウの不足」で13.0％（48社）、「その他」
は5.7％（21社）であった。（未回答２社）

全ての調査結果の内容は、
福岡県中小企業振興センターのホームページでご確認できます。
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Q3　経営革新計画実行するにあたり、困っていること

経営革新実行支援補助金実態調査 検　索

◆支援機関
　商工会議所の皆様、中小企業診断士の先生にはわからないことを丁寧に教えていただき、経営の勉強にもなり、大変満足です。（飲食店・
宿泊業／令和２年度交付）
◆お礼
　経営革新実行支援補助金により、新しい商品の開発ができてよかった。あいかわらずコロナ禍で苦しんでいるが、なんとか踏ん張りたい
と考えている。（製造業／令和２年度交付）
◆事務局対応
　交付決定までに時間がかかり、実行が遅れた。交付決定後に、製作・購入について柔軟に変更ができるとより使いやすいです。（製造業／
令和３年度交付）
◆手続き
　補助金はすごく助かりますが、申請書類が非常に時間がかかります。もう少し簡単にできたら、すごく利用しやすいと思います。（建設
業／令和２年度交付）
◆制度
　まずこのような制度があまり認知されていないのがもったいない。交付の条件は厳しく、書類も大変であるが、多くの困っている事業主
を救済したり、新たなことにチャレンジできるいい制度なので、もっと知ってもらえたらいいと思う。（医療・福祉／令和３年度交付）
◆その他
　初めて申請し交付を受けたことで、事業を進める助けがあるんだと知り、その後も情報に触れることによって、知らずに過ごす場合との
差につくづく感じました。（製造業／令和２年度交付）

録ビジサポ実 福岡県の中小企業支援機関を紹介します。

福岡県事業承継・引継ぎ支援センター
　あらゆる事業承継についてご相談できる公的機関です。事業承継に悩むすべての中小企業を、全力でサポー
トいたします。

＜主な業務内容＞
◎事業承継（親族内・第三者）に関するご相談 ◎M&Aマッチング支援
◎事業承継計画策定支援 ◎事業承継診断、セミナー実施
◎経営者保証解除に向けた専門家支援 など
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福岡県中小企業振興センターからのお知らせ

有限会社アンアン（福岡県事業承継・引継ぎ支援センター）

事業引継ぎ概要
引継ぎ対象：有限会社アンアン
事 業 内 容 : 宇美町の商業施設内の飲食店
譲 渡 者：柴田久祥（70才）／アンアン代表者
譲 受 者 : （株）ふくしのまちづくり　代表取締役　中村 崇修
譲 渡 方 法：株式譲渡
譲渡契約日：2022年 8月 24日
譲 渡 日：2022年 9月 1日

事業引継ぎまでの経緯
2021年７月　アンアンの代表者である柴田久祥氏は、コロナ禍で業

績が低迷していたこともあり廃業も視野に入れ、事業
承継について宇美町商工会経由で福岡県事業承継・引
継ぎ支援センターに相談。同センターにおいて、第三
者譲渡による事業継続を提案し、９月から譲り受け希
望者の探索を開始。

2022年３月　障がい者施設運営や就労支援などを手掛けるNPO法人
とマッチングさせ、情報開示、質疑応答、トップ面談
等を重ね、譲渡条件を調整のうえ、最終的にNPO法人
の関連企業である（株）ふくしのまちづくりとの間に
2022年８月に譲渡契約を締結した。

事業承継・引継ぎ支援センターでの対応内容
①後継者不在のなか、第三者譲渡の実現性に不安を抱く譲渡者に、駅・バス停等のターミナル施設や公共施設
等が集積する地域の中心部に位置し、地域の中高生や買い物に訪れた家族連れの憩いの場であり、近年は高
齢者の姿も多数見られる地域に親しまれているオンリーワンの事業であることから譲り受け希望者を探索す
ることをご提案。譲り受け希望者に事業概要を説明する資料を作成し、宇美町商工会と連携して回答書面を
作成しわかりやすく説明。

②譲渡者と譲受者との間で譲渡条件の細部を確認しながら最終的な譲渡スキームを構築したうえで、譲渡実行
に向け、契約ドラフトにより両名との間に数回に亘り条項を調整し契約書面を作成。

事業承継後の新たな取り組み
①SNSを活用したお店の宣伝により集客が伸びる方向でチャレンジしていますが、なかなか結果に結びつかな
いため、辛抱強く集客についてアピールしていこうと考えています。

②コロナ禍で、どうしても伸び悩む飲食ですが、テイクアウトを復活させて少しでもコロナ前の集客状況に戻
るように工夫しています。

③今後は、お祭り事などにも積極的に出向いて、アクティブにお店をアピールしていきます。

後継者の思い
長年お店を切り盛りしていただいた前社長から実績に基づく的確なアドバイスをいただきながら、日々改善を
加えながら店づくりに取り組んでおります。意見が異なるときもありますが、しっかりと話し合いながら、お
店を発展させたいと思っています。

経営革新実行支援補助金実態調査結果のご報告
令和２年度及び令和３年度に実施した「経営革新実行支援補助金」の交付対象事業者を対象に、経営革新実行支援補

助金に対する感想や意見、経営革新計画の実施状況についての調査を行いました。
回答いただいた内容について、その一部をご報告します。
調査にご協力いただきました事業者の皆様に感謝いたします。

１　調査方法等
調査実施期間：令和４年６月３日～６月13日
調査対象者：経営革新実行支援補助金交付事業者1,455社
手法：経営革新実行支援補助金調査サイトにおいて回答
有効回答者数：371社
（サービス業25.6％、飲食店・宿泊業18.5％、卸売・小売業17.2％、製造業16.4％、その他22.3％）

２　調査回答内容（一部抜粋）
Q1　経営革新実行支援補助金の交付により事業の取組みに効果はありましたか。（択一回答）

　「かなり効果があった」「効果があった」と答えた事業者は、
90.3％（335社）に対し、「あまり効果がなかった」「効果
がなかった」と答えた事業者は、5.4％（20社）、「わからな
い」と答えた事業者は、4.3％（16社）であった。

Q2　補助金の交付申請等で何かありましたら、ご記入ください。
（自由記載）
　105社の記載があり、「支援機関」に関することは30社、
「お礼」のコメントが19社、「手続き」「制度」に関すること
が32社、「事務局対応」に関することは７社、「その他」が
17社であった。

Q3　経営革新計画を実行するにあたり、最も困っていることは何ですか。（択一回答）
　最も割合が多かった回答は、「販路・マーケットの確保」
で49.6％（183社）、次いで、「人材育成」で17.3％（64
社）、「資金調達」で14.4％（53社）、「商品・サービス開
発上の技術・ノウハウの不足」で13.0％（48社）、「その他」
は5.7％（21社）であった。（未回答２社）

全ての調査結果の内容は、
福岡県中小企業振興センターのホームページでご確認できます。
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Q3　経営革新計画実行するにあたり、困っていること

経営革新実行支援補助金実態調査 検　索

◆支援機関
　商工会議所の皆様、中小企業診断士の先生にはわからないことを丁寧に教えていただき、経営の勉強にもなり、大変満足です。（飲食店・
宿泊業／令和２年度交付）
◆お礼
　経営革新実行支援補助金により、新しい商品の開発ができてよかった。あいかわらずコロナ禍で苦しんでいるが、なんとか踏ん張りたい
と考えている。（製造業／令和２年度交付）
◆事務局対応
　交付決定までに時間がかかり、実行が遅れた。交付決定後に、製作・購入について柔軟に変更ができるとより使いやすいです。（製造業／
令和３年度交付）
◆手続き
　補助金はすごく助かりますが、申請書類が非常に時間がかかります。もう少し簡単にできたら、すごく利用しやすいと思います。（建設
業／令和２年度交付）
◆制度
　まずこのような制度があまり認知されていないのがもったいない。交付の条件は厳しく、書類も大変であるが、多くの困っている事業主
を救済したり、新たなことにチャレンジできるいい制度なので、もっと知ってもらえたらいいと思う。（医療・福祉／令和３年度交付）
◆その他
　初めて申請し交付を受けたことで、事業を進める助けがあるんだと知り、その後も情報に触れることによって、知らずに過ごす場合との
差につくづく感じました。（製造業／令和２年度交付）

録ビジサポ実 福岡県の中小企業支援機関を紹介します。

福岡県事業承継・引継ぎ支援センター
　あらゆる事業承継についてご相談できる公的機関です。事業承継に悩むすべての中小企業を、全力でサポー
トいたします。

＜主な業務内容＞
◎事業承継（親族内・第三者）に関するご相談 ◎M&Aマッチング支援
◎事業承継計画策定支援 ◎事業承継診断、セミナー実施
◎経営者保証解除に向けた専門家支援 など
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最低賃金改定のお知らせ
令和４年度に改正された福岡県の最低賃金は以下のとおりです。

※百貨店、総合スーパーについては、令和４年の金額改正はなく、令和４年10月８日からは福岡県最
低賃金（１時間900円）が適用されます。

福岡労働局からのお知らせ

知的財産支援センター
Bu s i n e s s  S uppo r t  F ukuoka

福岡県知的財産支援センターでは、INPIT福岡県知財総合支援窓口と連携し、中小企業者の皆様が企業経営の中
で抱える知的財産に関する悩みや課題について、窓口相談や知財専門家等の活用等を通じて総合的に支援します。
このコーナーでは、窓口支援、特許等の活用、地域団体商標などの支援活動をご紹介します。

福 岡 県 開 放 特 許 紹 介

知的財産支援センターでは、福岡県開放特許情報に登録された特許を活用してビジネス展開を図りたい企業への展開
を支援しています。今回は、個人発明家　赤星淑子様の特許について紹介します。

ご相談、申込は、「福岡県知的財産支援センター」
特許流通コーディネーター　高橋　まで

TEL : 092- 622- 0035

福岡県開放特許情報
https://www.joho-fukuoka.or/jp/intellectual/lp/lp.html

提供特許情報

図面 特許の内容（権利範囲）

登録番号：第6910400

出 願 日：2019/9/10

名　　称：衛生マスク体

権利者／出願人：赤星　淑子

マスク製造業者、縫製業者など

１’ マスク本体、2覆い部、4耳掛け紐、6ノーズワイヤ、
７延びないギャザー、8伸縮可能ギャザー、9粘着テープ、
Ａイヤリング

マスク着用時、着用者の頬とマスクの間に顏形
状や表情により隙間ができ、ウイルス、花粉の
飛沫の侵入や、さらに会話時に頬が動くためマ
スク体が鼻側にずれ上がる問題があった。

マスク両端部にギャザーを備えたことで、隙
間を防ぎ、上下方向へ引っ張ると両端部分の
伸びないギャザーが略半円形状の膨出呼吸空
間を作り呼吸し易くなる。さらに両端部の粘着
素材により耳掛け紐も無くすことができ見栄も
よくなるという相乗効果もある。

１　通気性を有する素材からなり、口と鼻とを覆う覆い部と、その
覆い部の両端部から延び出して耳にかけられる２つの耳掛け部
とを含む衛生マスクであって、覆い部は、矩形の素材の縦方向
に伸縮可能な複数のギャザーが形成されるとともに、複数のギャ
ザーの各々の両端部において、マスク本体の構成として、矩
形の素材不織布覆い部の寸法横幅18㎝ × 縦幅17㎝、延び
ないギャザー（左図７）の寸法はマスク本体の縦幅の３㎝の長さ
に相当する長さのギャザーの側壁同士が接合されて成る２つの
延びない側縁部を備え、 ２つの耳掛け部の各両端部が、覆い
部の上隅と下隅とに接合され覆い部の上縁部に、塑性変形が
可能な材料からなる長手形状のノーズワイヤを取り付け、当該
ノーズワイヤを備えることで鼻の近傍辺りのフイット性は向上す
ることを特徴とする全体面が略楕円形の衛生マスク。

２　覆い部の両端部に、粘着性素材を用いる衛生マスク。

この衛生マスクのアイディアは、私が愛犬との散歩の際に持ち
運びできる汚物処理用手袋を考案し、特許登録（特許第
5215497号）された「略円形状の張り出し部シート付排泄用袋
体」からヒントを得たものです。
マスク両端部にギャザーを備えるという工夫をすることにより
形状を整え、機能性を高めた結果、特許登録に至りました。
このマスクは耳掛け紐を無くすこともできるため眼鏡やイヤリ
ングをつけ易く、さらに口を動かしてもマスクがずれる心配がな
いので今後、注目されるマスクになると思います。

従来技術の課題・問題点 効果・特長

特許を活用して事業化が想定される業種例

個人発明家　赤星 淑子様より

衛生マスク本体（１’）装着状態側面

４ 耳掛け紐 ９ 粘着テープ

地 域 別 最 低 賃 金

福岡県最低賃金

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業 1時間 1010円

１時間 977円

1時間 987円

1時間 987円

1時間 900円

自動車（新車）小売業

輸送用機械器具製造業

百貨店、総合スーパー

・これらの特定最低賃金に該当しない産業は、福岡県最低賃金（１時間９００円）が適用されます。
・最低賃金は正社員のみでなく、パートタイマー・アルバイト・派遣労働者等すべての労働者に適用さ
れます。

・最低賃金には精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外労働・休日労働等の割増賃金、賞与、臨時の
賃金は算入されません。

・月給制の場合は、月給を１か月平均の所定労働時間で除して金額を比較してください。
・派遣労働者には、派遣先の事業場における最低賃金額が適用されます。

詳しくは、福岡労働局労働基準部監督課賃金室
TEL：０９２－４１１－４５７８　 FAX：０９２－４１１－４８７５
ホームページアドレス　https :// js i te .mhlw.go. jp/fukuoka-roudoukyoku/

または、お近くの労働基準監督署までお尋ねください。

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

1時間 900円 令和４年10月８日

令和４年12月10日

令和４年10月８日

効力発生日

特 定 最 低 賃 金 効力発生日
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福岡県内小規模事業者の販路開拓を応援！
小規模事業者販路開拓応援補助金

　福岡県では、コロナ禍における「原油価格・物価高騰」の影響を乗り越えるために、国の小規模事業者持続
化補助金＜一般型＞を活用し、販路開拓の取り組みを行う県内小規模事業者の皆さまを対象に上乗せ補助を実
施します。

対象者
国の小規模事業者持続化補助金＜一般型＞における第８回公募、第９回公募、第１０回公募、第１１回公募のう
ち、いずれかに採択され、額の確定を受けた小規模事業者

補助額
国の小規模事業者持続化補助金＜一般型＞の補助対象経費として
認められた経費の１２分の１
※補助上限額は、国補助金の採択を受けた枠により異なります。下の表によりご確認ください。

申請方法
申請方法及び窓口については、以下の事務局ホームページよりご確認ください。

①商工会議所地域で事業を営んでいる皆さま（福岡県商工会議所連合会HP）
　https://www.fukunet.or.jp/about/kenren/market-development-subsidy/

②商工会地域で事業を営んでいる皆さま（福岡県商工会連合会HP）
　http://www2.shokokai.ne.jp/news/archives/477

国の小規模事業者持続化補助金＜一般型＞について
国補助金の詳細は、以下のホームページよりご確認ください。

①商工会議所地域で事業を営んでいる皆さま
　商工会議所地区　小規模事業者持続化補助金＜一般型＞
　https://r3.jizokukahojokin.info/

②商工会地域で事業を営んでいる皆さま
　商工会地区　小規模事業者持続化補助金＜一般型＞
　https://www.shokokai.or.jp/jizokuka_r1h/

通常枠

62,500円 250,000円 250,000円 125,000円

成長・分配強化枠

賃金
引上げ枠 卒業枠 後継者

支援枠 創業枠

新陳代謝枠
インボイス枠

特 別 枠

補助上限額

①

②

①

②
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092-415-2601 0942-38-1022
092-734-5923 0948-22-3585
093-551-2634 0944-52-6011
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